
通常時 ②異常時

新しいヒューズを用意して下さい。 ※ヒューズホルダーのキャップ穴部分より棒が出て ※ヒューズホルダーのキャップ穴部分より

引っ掛け部がヒューズホルダーに 棒が出ていなくて、引っ掛け部がヒューズホルダーに

引っかかっています。 引っかかっていません。

又、リミットスイッチを押し上げています。 又、リミットスイッチを押し上げていません。

FVDダンパー復旧手順（ダイエイ製）

＜各部名称＞ＦＶＤダンパー本体

先端

【用意するもの】

リミットスイッチ

ヒューズホルダー

引っ掛け部

調整用レバー

調整用レバー止めネジ
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①ホルダーを引き抜いて下さい。

反時計周りに手で回して下さい。硬くしまっている場合は、ペンチ等使用して下さい。

②ヒューズホルダー分解してください。

キャップを反時計周りに回して下さい。 キャップを取り外します。 中の棒とバネを抜きます。

③ヒューズホルダーの棒先端に ④ヒューズホルダーに差し込みます。 ※差し込んだ際、ヒューズ先端が下記写真のように

　　ヒューズ後ろを接続して下さい。 リングにあたっている事を確認して下さい。

ヒューズホルダーリング

ヒューズ先端突起部

キャップ→
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⑤バネを押し込み時計回りに回して ⑥ヒューズをセットしたヒューズホルダーを ⑦ヒューズホルダーをしっかりダンパーに

　　取り付けて下さい。 　　ダンパーに戻します。 　　セットして下さい。時計周りで締めます。

⑧ダンパーの調整コックを元に戻します。 ⑨”カチッ”と音がするまで回して下さい。 ⑩ダンパーの引っ掛け部がしっかり掛かっている事と

※注意：この時、調整コック止めネジを触らないで下さい。  　　リミットスイッチのばね部分をしっかり押し上げて
　(全体の吸い込みのバランスに影響します。)  　　いる事を確認して下さい。

リミットスイッチばね部分押し上げ状態

調整コックの引っかかり状態
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